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(其の1)結核菌の形態及び発育様式に関する研究補遺

〔春研究に封して文部省科串研究費の構助を得た事を漂搬するO (植田三郎)〕

所 謂 薗 体 表 物 質 の 検 討

植 田 郎

山 田 修

本稿の要旨は束兼医事新語676-3号6貢 (昭和25年)は舜表 した.

コツホ梓菌抹その体表に何か特殊な放映を持つのではないかと云ふ事が一般に憶測せられてゐるo

此事はコツホ梓菌が示すところの特殊な染色性､即ち抗酸性を理解する薦めに､Ehrlich,Kn_aysi等
に依って捷議せられたのに始まるやうである｡ 此様な特殊な被膜が存在するのではなからうかとの考

へ方は､独 り抗酸性のみならず､亦結核菌の示す特別な抵抗性の理解の薦めにも利用せられたO 即ち
蘭鋳表に在る蝋棟物質から成る特殊な被膜が､結核菌の特殊な染色性､ 抵抗性等の特徴を規定すると

の老-方がそれであるo 併し乍ら斯様な考へ方は実証を炊き､亦その様な考へ方によっては､菌体の

物質代謝が具してどの棟にして営まれるかを考察する事も出来ないO

近時一部の研究者は此様な点を顧慮して､上述の如き考-方から次第に遠ざか t)つ 1ある0 時に最
(1)

近 Hartがストレプ トマイシン其他の水溶性の物質が結核菌に蘇著な影響を及ぼす事実に顧み､′岨様

被険の考-方は狭 く放棄せられなければならないと主張した事は注目すべきでb'る｡ 報告者の-入植2)
田は体内並に体外に於ける結核菌の示す特殊な抵抗性の拠 りどころを彰亡に変性して抗酸性と成った形●

態に求めやうとする事が無意味であって､ むしろ抗酸性に変性する前の段階わ易染性物質を持った形

態に求めなければならない事を指摘した｡ 而 も抵抗性の拠 りどころは特殊な蘭体表物質を離れて､発

育の一定の段階に在る易染性形の構造の中にそれを求め得る事を明らかにした'O

併し乍ら他方結核菌の発育を見るに､ 発育して生じた連鎖更にそれから出た分枝は相I7f:に接着して

集束を形造 り､集萌は交錯､吻合して集落を形造るO 即ち此様な配列,集落形成の過程は､菌体相互

の接着を容易ならしめる様な装置､横棒の存在をわれわれに暗示する｡ 事実染色模本を見るに､集束

中の菌体は相互に慣接密接 するものではなく､ 接着した菌体相互の 間には僅少ながら一定の障 りが

ある｡ 染色せられ難い或種の物質が療潰した菌体の間隙に介在する事を鏡はしめる.日常啄疾､膿等

の塗抹標本をチ～ル､ネ-ルゼン港其他で染色､観察する際､ 赤染したコツホ梓菌が往々一定の贋さ

の不染色現状帝で包きれたのを見る場合があるが､ 此事も亦上述集束中の菌体に就て属した想定を支

持するやうである｡

下記は所謂菌体表物質の立証の篤めになされた実験､ 並びにそれに立脚する同物質の性質及び意轟

に関する考察の榔様である｡

(1) 研究方法並に材料

･供試菌株.結核常人型F株､同牛型RM株､同島型鳥京株､BCG及び非病原性のスメグマ菌を供試
(ll)

した｡ 何れもキルヒj--培養基に培養 し､既報の如 くし.て発育極初期⑳罪薄な蘭朕を小形のスパーテ
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ルにて注意深 く掬ひ取 り､献物庸子に貼付して後､下記の如 く染色した｡ 偶潰磨薗液の塗抹標本は卵

培養基 (上坂､友田)2週間前後の培養を材料 とした｡

染色方法｡ィ､墨汁を用払る方法O葦署初期の箇膜を裁物椅子上の1滴の蒸溜水中に静かに浮携せし

め､将卵許円に放置して乾燥せしめた｡火贋に固定して後､石茨竣フクシンにて2分間微加浬染色し､

水洗､乾燥 した○梢々淡い墨汁の1滴を標本上に滴下し､甫ちに献物精子を傾斜して墨汁を棄て､拒卵

静内て乾燥せしめた後､レフレル氏 メチレン青液にて1分間内外染色し､水洗､乾燥した｡

(綻) 墨汁は瓦質の竃を蒸溜水:/7:て磨 り､渚紙にて淀過し､更に遠心沈殿L,て使用したoヱ土旦 渚を用ひる

を堕O裁物椅子上t/{10乃至20割 て稀釈 した血清 (家 兎)の 1滴を監き､上述同産の発育初期の歯膜をその上こて浮

べたO僻卵器内に放罷､乾燥 して後､火煩で租 々強 く固定した｡石炭酸 フクシン液で2分間操加温染色し､3%盗

酸潤.精にて10秒間脱 色､水洗し､ レ-フレル氏 メチ レン音液を標本上l/{注ぎ.適二ちに裁物硝子を傾斜 して乾燥せ

しめた｡常浮…荘液の塗抹標本 も亦､略々上記同猿にして染色した｡

(2) 所見概括

ィ､墨汁を用払る方法

硯野は暗褐色であって､その中に特徴のある配列をした菌を見るが､ 系糸状形､梓航形､抗醍性の梓

妖形及び発芽がいづれも挽落せずして正しく配列した部分を選んで観察するに､ 例-ぼ鳥型菌では､
連鎖乃至分枝の最先端の掠状形及び発芽は淡青色に染まり､その周縁には何物をも見出さない｡ 轟糸状

井須こ続いて連る柱状形は梢}{官爵染し､ その周縁は不染の債多少重屈折性を示すところの極薄い暦で包

まれる｡更に続いて蓮る抗酸性の棒状形に於ては､ 淡 く赤染した菌体の全問に上記同校の不染の謄･が

認められる｡ 以下連鎖或は分枝の基部に辿るに捉ひ､抗酸性の柱状形は次第に抗酸性の程度を増 して

濃染し､次第に明瞭な不染色環状帯をその間線に示すo 不染色環状背の幅は扶壁性菌体のそれの凡そ

5i内外 Cある｡

スメグマ菌は上記病原性 ミコバクテ 1)ウムとは柁ノJk商毒を異にし､ 書籍芽後の梓歌形が抗殻性に変化す

るのがさ屠れるのと並行して､その周縁に上記の如き不染色環状帯の出現する事 も亦徐々である｡

伺蘭浮部液の奪抹標本に於ても､注意して観察すれば､ 不染色環状帯は二抗畷性の梓妖形の周縁には

殆んど常に見出されるが､易染性形の周縁にはそれが僅かに認められるものと､ 殆んど認められない

ものとがある｡

ロ､血清を用ひる方法

視野は青 く､その中に特徴のある配列をした菌を見る. 所見は糊してィ､と同様であるが､此場合

はィ､よりも菌体が濃染し､且つ所謂薗体表物質の輪廓が より鮮明である｡

-､所謂菌体表物 質の性質

色素に対して親和性の乏しい･･_.･････少 くとも上記の如き染色法に於ては-･････物質である事は明らかで

あるo

(3) 稔括並に考秦

上述の如 くして我々は結核菌の菌体衣に一定の物質が､ 恰 も細菌の爽僕の如き形で存在する事を明
(汚)

らかにする事が円釆た0両て我 々の観察したものは ChurchmanandEmelianoffが誓って年型結核
(4) (E;)

菌に就て､叉盲賢が紫外線顛撤鏡を用ひて､叉劉が各型緯核菌に就て観察したものと､ 恐らくは同一
(6) (7) (8) (9)

物ではないかと考へるo 併乍ら安住が各位の細菌に就て､又其後閑､寺閏､青山等が結核菌に就て､

観察した物題 (菌盈)はその幅が濃 く､ 且つ振冴其他の影響に依って況落し易いと富はれる点等から

判断すると､ 此物は上述に放て観察した菌体表の不染色環状葦 とは全 く相違するものとせなければな
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らない. (n
此棟にして見出した菌体表の物質を唯々個々の菌体に裁て穿整したのでは得るとごろが少いo 既報

に於て明らかにする事の出来た結核菌の発育様式に則して､ 乃至はその発育過程に添って此物を眺め

る事によって､ それがどのやうにして 生じ､ 叉どのやうな性質の物で あるかを初めて知る事が出来

る. 此所粥菌体表物質は連銀或は分政の先端の新釈形の周縁に見出し難いにも拘らずヽそれに続vlて

芸垂る棒状形の周縁には僅少乍ら見出され､ 虞にその鏡に続いて芸事る抗酸性の梓妖形に至ってその周縁

に明瞭に出書見するo

幕1岬 鳥型甫初期骨膜を墨汁法で勉捜したもの (多少模型他)

a.非抗酸性解釈形

I).非坑酸性梓欺形

C. 発芽

d.抗酸性梓釈形

而てその際見逃してならない事は､第1図に見る如く､所謂薗体表物質を殆んど棒たない椋妖形も､
同物質を僅か乍ら持つ棒状形も､更に明瞭に同物質を示す抗酸性の粒状形も､ ～,づれもの所謂菌体表

(2)
物質を含めた幅が等しいと言ふ事であるo 既報の発育初期菌膜の染色所見からすれば､解放形の基部

が成熟､分離 (分節)して棒状形を生じ､ 梓欣形はやがて:発芽し､それと前後して抗酸性に変化する

(例-ぼ鳥型菌の場合)と言ふやうな発育の過程が考へられるのであるが､ 此処で観察した所謂蘭体

表物質は上述の如き等宵の過程の間に拭現するものである事が分る｡

此様な菌体表物質の本質に就いては､未だ知る事は困難で率ると.しても､ 上述の発育過程との関聯

か ら考察する時は､ 易染性形の成熟次で変性の過程に伴って出現するものである事は略々廉tlの余地

が無いO此処で顔妖菌の節中に胞子'cchlamydospore)が形成せられて行 く過程を参照するならば､

菌線の各節はその際全体として牧縮 して胞子に変化せ下して､ 各節中の一定の部位に生活物質が凝縮

して胞子を形造るo 胞子以前の部分は胞子を形造る前の形､大さの革で留まるo此様にして取残 され
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た節の部分は染色性が波頭勇するのが油常である｡ 是と重 く同一▲であるとは富へないにしても､略,k近

似した変化が結核菌が成熟し､発芽し､変性する過程qL)間にも亦起るのではないかと考-る｡ 若し此

様な考察が当を得たものであるならば､ 此処に言ふところの所謂菌体表物質は菌体の表面に作 り出さ

れ､乃至は存在する物質でない事と成る｡ 糸状菌の蘭練にも擬すべき解放形がその基部から次第に成

熟して､易敵性物質は除･kに斯粒状に頻拍するo やがてその部分は分離して分節を生じ､生じた分節

即ち棒状形の内部に於では成熟の過程は更に進み､易染性期粒以前の部分も亦収縮する. その際棒状

形の表面に近い部分が取残された部分が上述の如 く染色困難な環状 帯として観察せられるのではない

のであろうかo棒状形が頓て発芽し､易染性頼粒を失ふに到って､ 其他の僅かに易染性の部分は一夏に

収縮する. これと前後して此様な取残 された易染性物質は抗酸性に変化するから (例へば鳥型菌の場

令)､抗酸性の棒状形の周縁には不染色の環状体が一一暦明瞭にtHJ現するのではなからうか｡此様な考察

からすれば､その当然の結果として､所謂菌体表物質なるものは実際には存在しない事と成る｡ 梓歌

形の成熟に伴い､そめ表面に近い染色困難な物質が露粥するo 此露出した部分が上記の如 く不染色の

環状帯として､一見恰も菌体表に在るかの如 く見える物に相当する｡ 此様な考察からすれば､在来結

核菌の特別な染色性及び抵抗性の拠 りど lころとしてその存在を憶測せられた特殊な被膜の存在を疑は

ねぽならな∨､｡

それでは結核菌が発育する時､ 発育して生じた連鎖及び分線は相互に接着'して集束を形造るが､此t

様な磯韓をどのやうに説明すればよいであらうか｡ 此磯特を特殊な被供の存在に求める事はも早や糾

釆ないo 併乍ら攻の事実から見ても細胞膜に相当するところの菌体の表面の性:賢に､その様な横棒の
(10)

拠 りどころを求める事は可能であろう｡ 例へぼ下晋己大岩の観察にも見る如 く､結核菌が油水系に於て

抗酸性形､非抗酸性形の別なく､極めて容易に吸著せられる事実から見ても､ 結核菌の菌体表は細菌

のそれとは重 く異 り､むしろ放線耽菌･.轟牧園のそれ打開似して､ 強い吸着性を持つ事が知られるか

らであるo

結 論

結核菌････-･ミコバクテl)サム･- -･の菌体表に見lliされる染色困難な現状帝 (所謂菌体表物質)は菌

体の周縁把存在するものではなく､亦菌体がその外間に作 り出した物質でもないo 此物は:発育形であ

る易染形の成熟に件払､その内部の生活物質が凝縮する時､ その外側に取残 された樟妖形の部分であ

って､発芽と前後して梓状形が抗酸性に変化する時､一骨明瞭に粥現するものに過ぎないO
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本 誌

抗 酸性 物質 の出現 に関す る考察 1
植 田 _ 郎

本鞘の要旨は東京医事新詰 67番 10号 5貢 (昭和25年)に.発表 したo

り)
既報によっで､締核菌の体外及び体内に於ける発育様式と､ それに伴ふ形態､染色性の変化とを略
々明らかにする事が出来たo 唯併乍らそれらや記載に於ては､結核菌の各筒型及び非病原性の ミコバ

クテ .) -A (スメグマ薗)を通じて､ その発育及びそれに伴ふ形聾､染色性の変化を一貫する共通し

･た基本的な様式を見拙さうとするに急であった馬めに､ それぞれの菌型の形態､染色性の変化に関す

る事に菊付かなかったからである｡ 玄友には其後の考察の一部を追加し､兼ねて今日迄の報告に於ける

記載の不備を補ひ度いと考-るo

A 抗弓変性物質出現の時間的関係
(1)

キルヒナ-培茸基の発育初期の蘭院を見るに､既報の如 く非病原性のスメグマ蘭に於ては､ 蓮鎖或

'は分枝の先端の線状形それに続 く棒状形は通常非抗酸性易数性であり､ それに続いて妄垂る既に発芽を

持った棒 状形 も筒且つ非抗酸性であって､ 連鎖或は分枝の先端か ら4番目乃至 5番目に位置する梓状

形､即ち既に精々長い発芽乃至′ト分枝を持つ棒状形に於て､･初めて抗酸性物質が出現 し始め､チ-ル

ネ-ルゼン法で淡紫色に染まり､以下の棒状形に於て抗酸性は次第に強 く成るo 蛮るに同様に培暮し

べた鳥型菌を見ると､ 静状形及びそれに続いて連る棒状形は貞盛常非抗酸性､易染性であるが､次に連る

樺状形に於て既に僅少乍ら杭酸性物質が出現 し､ チーリレ･泉-ルゼン法で紫色乃至紫赤色に染まる｡

以下の棒状形に於ては順を迫って抗酸性は次第にその程度を増■す｡ 更に同様に培養 した^形薗及び年

型菌を見ると､ 連銀或は分枝の先端の新釈形の前年及び短小なる発芽は非抗酸性､易染性であるが､

謝状形の基部及びそれに続 く梓妖形甲には既に抗酸性物質が 僅少乍 ら田現 して紫色乃至 紫赤色に染ま

り､以下の棒状形に於ては抗酸性はにはかにその強さを均す場合が多いO

此棟な所見か らすれば, 抗酸性物質の出現は-見菌型によってその出現に遅逮の差があるかの如 く
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れるのは､抗酸性物質の出現がそれ丈遅い薦めではなく､ 此菌の発育がそれ丈速かであるからに過ぎ

ない｡ 鳥型菌に放て通常連鎖の三番目の棒状形中に､文人勢及び年型蘭に於で線状形の基部及びそれ

に続 く梓妖形中に､欧に抗酸性物質が証明出乗るのは､ 是等の菌型に於てはスメグマ菌に於けるより

も抗酸性物質の出現がそれ丈速かである薦めではなし､ 是撃の菌型の発育がスメグマ園 よりもそれ丈

遅い事を示すに過ぎないO それぞれの蘭型の発育の速 さを顧慮する事によって､各菌型を通じて抗酸

性物質は略火等しい時間に出現するのではないかと首ふ事が鵠はれる｡


